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令和 4年 7月 6日 

 

 

留学中止後 28ヶ月間の挑戦とその軌跡が向かう明日 
－「C1 Project」とともに－ 

 

 

本学では初めて 1年次に英語圏協定校へ派遣予定だった 3名の学生は、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定の留学を実現することができま

せんでした。 

しかし、学生 3名はコロナ禍でも挑戦を続け、国内にとどまりながら最大限

達成できる目標を掲げ、その目標により拓かれる進路をそれぞれが模索し、努

力を重ねてきました。結果、3名は新たな夢の実現へ一歩を踏み出すことにな

りました。 

 

令和 2 年 3 月、本学では初めて 1 年次に英語圏協定校へ派遣予定だった 3 名

の学生は、当時定例記者会見に臨みました。会見では入学後約半年で英語力を大

きく伸ばし、英語圏の大学で学ぶのに必要な CEFR（※1）B2（英検準 1級に相当

するレベル）のスコアを取得したことにより、交換留学派遣生として選ばれたこ

とや、それぞれの留学への抱負を発表しました。 

時を同じくして、新型コロナウイルスの感染拡大により、国際的な人の往来停

止を余儀なくされ、この留学は実現されませんでした。 

しかし、3名の挑戦はパンデミックの前で止まりませんでした。 

それから 28 ヶ月間、中長期の学習プランの変更を迫られながらも、いずれ到

来する状況の好転に備え、国内にとどまりながら最大限達成できる目標を掲げ、

その目標により拓かれる進路をそれぞれが模索し、努力を重ねてきました。 

一方、国際交流センターとしては、先行きが不透明で閉塞感が漂うなか、彼ら

の熱意に応えるため、制限された部分を補完する以上の学修環境を提供すべく、

それまでの補修プログラムのさらなるレベルアップを図りました。 

令和 2年 10 月に「C1 Project」（※2）を開講し、グローバル特修プログラム

の科目の一つとして提供し始めました。混沌とした情勢の中で、野心的かつ明確

な目標を提示し、学生の挑戦とともに、「C1 Project」の存在意義を打ち出すこ

とができました。 

その結果、3名はそれぞれに新たな夢の実現へ一歩を踏み出すことになりまし

た。また、「C1 Project」も 2022 年度前期には 83 名もの学生が履修登録してお

り、福島大学で世界に通用する英語力を日々鍛えています。 
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●杉浦 矢功正（すぎうら しぐま）さん（経済経営学類 4年）： 

コロナ禍でも海外留学の夢をあきらめず挑戦し、C1 達成（IELTS7．5、TOEIC

（L＆R）970）したほか、米国公認会計士試験の 4科目のうち、最難関である FAR

（財務会計）試験に合格（令和 4年 5月）。 

本学の交換留学派遣者に選ばれ、令和 4 年 9 月からグラスゴー大学（スコッ

トランド）へ半年間の海外留学を予定。 

 

●佐々木 駿（ささき しゅん）さん（経済経営学類 4年）：  

交換留学からオーストラリア・メルボルン大学大学院への進学に目標を切り

替え、世界で通用する会計スペシャリストを目指す。その間、C１達成（IELTS 7．

5）したほか、米国公認会計士試験の 4 科目のうち、最難関である FAR（財務会

計）試験に合格（令和 4年 5月）。 

 

●長岡 瞬（ながおか しゅん）さん（共生システム理工学類 4年）： 

大学院進学に目標を切り替え、海外の大学院の選択肢もある中、ロボット研究

で福島の復興に貢献しようと福島大学大学院に残ることを決断。その間、TOEIC

（L＆R）935 取得、衣川研究室チームの一員として知能ロボットコンテストで実

行委員会特別賞受賞（令和 4年 6月 19 日）。 

 

 

※1 ＣＥＦＲ（Common European Framework of Reference for Languages: 

Learning, teaching, assessment） 

外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠組み。A1、A2、B1、B2、

C1、C2 の 6 段階のレベルに区分されている。 

 

 

※2「C1 Project」 

CEFR C1 レベル（英検 1 級に相当するレベル）の試験スコア取得を目標に、英

語圏の大学や大学院での学習と研究に必要な 4 技能を徹底的に鍛えるインタラ

クティブな自主学修プログラム科目。C1 は英語圏の大学院で学ぶのに必要な英

語レベル。 

令和 3年度後期の履修登録者 37 名の内、3名が C1、11 名が B2 を達成。 
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（参考資料） 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 
学生・留学生課 国際交流センター 何（か）敏 
電 話：024-503-3066 
メール：ryugaku @adb.fukushima-u.ac.jp 
 


